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書　評

　著者の日本医科大学呼吸器外

科・小泉潔教授は我が国における

胸腔鏡下肺癌手術の代表的な権威

者のお一人として有名である．先

生はそれ以前のオーソドックスな

開胸手術の時代から，この胸腔鏡

による肺癌手術に至るまでの 2 世

代にわたる呼吸器外科の歴史に身

を置かれ，その奥儀を究められた

外科医の一人である．

　1980 年代頃隆盛となった胸腔鏡

手術は当初，自然気胸に対するブ

ラ切除を対象に爆発的に広まった

が，すぐに呼吸器外科医すべてが

熱心に取り組む肺癌に応用される

に至り，いわゆる VATS Lobec-

tomy として日本全体に流布するこ

ととなった．大きな皮膚切開を行

わずに出来る限り小さな傷（ポー

ト孔ならびに操作用切開創）で肺

癌手術を完遂出来る胸腔鏡下手術

は，いわば今日の時代的要請であ

り，特に最近のように小型～微小

肺癌が大部分を占める時代におい

ては，さらに難しい区域切除の手

術も胸腔鏡下に実施することが求

められる状況である．本書は肺癌

の発生部位別に葉切除，全摘，区

域切除の各胸腔鏡手技を分かりや

すく解説しており，これから胸腔

鏡下に肺癌手術をやってみようと

する若手胸部外科医にとっては必

見の書と考えてよい．

　著者の小泉教授より直接お聞き

したところでは，この書のすべて

の図は先生御自身が直接手描きさ

れたものとのことである．手術図

を描くことの上手な人は手術も一

流との評判をまさに裏書するよう

なきれいな図が掲載されている．

これだけの分量の図や解説文をい

つ書かれたのかとお尋ねすると食

事の合間，あるいは他の人が寝静

まった頃に書きましたとのことで，

いかに先生が寸刻を惜しんで多忙

な業務の合間をぬい，本書に取り

組まれたかが推察されるところで

ある．

　本書をめくっていくと，胸腔鏡

下手術にとって非常に重要な注意

点，例えば血管切断時に自動縫合

器を挿入する際，かならずカート

リッジ上の異物（ヘモクリップ等）

などが存在していないかどうかを

チェックするようにとの細かな指

摘があるが，これなどは胸腔鏡で

肺癌手術を実際にやった人であれ

ばなるほどと必ず納得できる忠告

であろう．

　その他，先生の豊富な経験に裏

打ちされた，いわば手術への理念

のようなものも随所に垣間見られ

て，非常に魅力的な書物となって

いる．もう一度，本書が若手呼吸

器外科医にとって極めて有益な書

であることを強調してここに推薦

したい．
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